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ⅠⅠⅠⅠ 明日香明日香明日香明日香のののの価値価値価値価値

■■■■明日香明日香明日香明日香のののの歴史歴史歴史歴史 ～～～～国家基盤国家基盤国家基盤国家基盤がががが形成形成形成形成されたされたされたされた地地地地～～～～

推古天皇が豊浦宮に即位した５９２年から、持統天

皇が都を藤原京に移した６９４年までの６世紀末から

７世紀末に至る約１００年間を一般的に飛鳥時代と言

いますが、この約１世紀の間、難波京と大津京に遷都

された一時期を除いて、おおむね明日香村の区域内に

おいて都が営まれました。

天皇という称号や日本という国号が初めて用いら

れ、律令が初めて制定されるなど、日本の古代国家体

制が形成された地域であるとともに、仏教などの大陸

文化の影響を受けいわゆる飛鳥文化が開花した地域、

それが奈良県明日香村です。

明日香において、国家の基盤が形成されました。

明日香の価値は、まさにこの歴史そのものだと言えます。

■■■■明日香明日香明日香明日香にににに対対対対するするするする取取取取りりりり組組組組みみみみ

我が国の律令国家体制が初めて形成された時代の政治の中心地である明日香村において

は、大陸文化や飛鳥文化を構成する宮殿、寺院、古墳、飛鳥川、甘樫丘などの歴史的文化

遺産と周辺の環境が一体となった他に類例を見ない貴重な歴史的風土を形成しています。

この歴史的風土を国民の資産として、開発の波から守り良好な状態で保存するとともに、

この風土を末永く後世に伝えるため、昭和５５年に明日香村特別措置法が制定されました。

明日香村特別措置法及び奈良県が制定した風致地区条例等の規制、そして何よりも明日

香村民の歴史的風土に対する理解と協力により、概ね良好に歴史的風土が守られ、また、

昭和５５年度以来、奈良県が３次にわたり策定した明日香村整備計画により、道路や上下

水道等の生活環境や産業基盤の整備が図られるとともに、文化財の発掘や文化観光施設の

整備が進められ、明日香村の生活水準の向上に一定の成果をみたところです。

（明日香村を遠望）
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なお、現行の第３次明日香村整備計画が平成２１年度に終

期を迎えるにあたり、国土交通省の社会資本整備審議会に「明

日香村小委員会」が設置され、平成２０年１０月以降、｢明日

香村における歴史的風土の保存及び生活環境の整備等を今後

一層すすめるための方策はいかにあるべきか｣について、４回

にわたって審議されてきました。

明日香村を訪れる観光客数は、昭和５４年には１８０万人

を数えましたが、現在は７０万人台で推移しています。最近は、奈良文化財研究所飛鳥資

料館（以下、「飛鳥資料館」という。）におけるキトラ古墳壁画の特別展示により若干の増

加が見られますが、全体傾向としては右肩下がりの状況にあります。このような観光客数

の減少に加え、定住人口の減少や高齢化の進展等に伴う地域活力の減退、また厳しい明日

香村の財政状況を踏まえ、平成２１年７月に、「整備計画の推進、及び国の貴重な財産で

ある歴史的風土の保存のために、引き続き国、県の支援は不可欠」との答申がなされたと

ころです。

※明日香村小委員会

○設置：H20.9.25、諮問：H20.9.25 ､答申：H21.7.16

○第 1回：H20.10.17、第２回：H21.2.10 ､第３回：H21.4.17、第４回：H21.5.29

○委員 越澤 明（北海道大学大学院教授）、荒井 正吾（奈良県知事）、

関 義清（明日香村村長）、木下 正史（東京学芸大学特任教授）ほか

（明日香村小委員会での荒井知事）
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ⅡⅡⅡⅡ 歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示のののの目的目的目的目的

■■■■明日香明日香明日香明日香におけるにおけるにおけるにおける歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示のののの現状現状現状現状

明日香の価値は歴史そのものにあると言っても過言ではありません。しかし、歴史に関

する基礎知識等があまりない一般の来訪者にとって、明日香を歩いても明日香の歴史、そ

して価値が理解できないのではないでしょうか。

掘り出された土器のかけらや木簡等の遺物、かつて

の建物の柱跡や礎石等の遺構、宮殿跡や寺院跡等の遺

跡。明日香には「歴史物」が多数残っています。

例えば、伝飛鳥板蓋宮跡には、後飛鳥岡本宮及び飛

鳥浄御原宮の柱の跡などが復原されています。しかし

柱の跡を見ても当時の宮殿を想像することは難しいの

ではないでしょうか。

また、飛鳥板蓋宮では古代史最大の事件である大化

の改新（乙巳の変）があったとされていますが、大化

の改新に関する知識がないと、現在の伝飛鳥板蓋宮跡を見ても当時の歴史を理解し、体感

していただけないというのが実情です。

明日香においては、「歴史物の展示」はあっても「歴史の展示」が不十分であるといえ

ます。

もう一つの例として、明日香村阪田に飛鳥五大寺の一つであった坂田寺跡があります。

発掘調査により、奈良時代の仏堂や回廊が確認されていますが、それが現地においてどれ

くらいの規模でどんな配置であったのか、また飛鳥五大寺の一つに上げられるほど価値の

高い寺院であったのはなぜなのか、このお寺の歴史的な位

置づけはどのようなものなのか等の解説がほとんどなされ

ていません。

現地に行くと数行の解説文と一本の石碑のみです。この

坂田寺も渡来人との関係が深いとされていますが、英語は

もとよりハングルや中国語による解説もありません。

多くの明日香の寺院や遺跡等、韓国や中国から強い影響

を受けているということは歴史上明らかであるにもかかわ

らず、韓国や中国から来られた歴史に興味のある方の立場からすると、現地に赴いてもハ

ングルや中国語での解説も不十分であり、書いてあったとしても韓国・中国との“ゆかり

”に触れられておらずがっかりしたという話しも聞くところです。

（坂田寺跡の解説板）

（伝飛鳥板蓋宮跡）
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また、明日香村内には、飛鳥資料館や奈良県立

万葉文化館などの展示施設があります。しかし、

明日香の「歴史」を展示するという視点に立った

とき、設置主体の違いもあり、施設間での役割分

担は明確でなく、また施設内での展示と寺院･遺跡

等での展示の連携が意識されていないのが現状で

す。

見るだけでは理解がしがたい「歴史」というものを、様々な手法によって展示すること

が必要であり、そのためには、貴重な文化財、特に地下にあるものをわかりやすく解説す

る、あるいは建物や遺構などを復原することも必要です。

明日香ファン、歴史愛好家であれば、明日香を歩けば明日香の歴史がわかるかもしれま

せん。しかし、一般の来訪者の方々にとって、個々の遺跡や寺院あるいは展示施設を訪れ

ても、それらにおいて体系立った展示が行われていないため、明日香のきれいな田園風景

を楽しむことは出来ても、明日香の価値そのものである「歴史」がわからないまま､帰路

につくケースが多いものと思われます。

歴史の展示で来訪者に感動を与えたい。これが奈良県において歴史展示のあり方を検討

するに至った一番の理由です。

■■■■検討検討検討検討のののの経緯経緯経緯経緯

奈良県では、第４次明日香村整備計画を策定するにあたり、明日香での歴史展示の現状

を踏まえ、第Ⅰ章で述べた「明日香村小委員会」において問題提起を行いましたが、明日

香における歴史展示等については、奈良県が中心となって国・村等関係機関の協力を得な

がら､歴史展示等のあり方に関する検討を行うべきとの議論がなされました。

このため奈良県では、平成２１年４月に「明日香村の歴史展示のあり方有識者座談会」

を開催し、明日香の意義と歴史展示の重要性について議論するとともに、６月には、「明

日香の歴史展示等のあり方検討会」（以下「あり方検討会」という。）を設置し、我が国の

国家基盤が形成された地である明日香を、国家形成の経路が体感でき回想できる地として

後世に残していくため、「歴史展示等のあり方」について検討を行いました。

「あり方検討会」は奈良県知事及び有識者等で構成され、平成２１年６月、８月、１１

月の３回にわたって検討を行いました。

もちろん、明日香の歴史展示は奈良県だけが行っていくものではありません。国土交通

省や文化庁、そして明日香村などの関係機関が一体となって取り組んでいく必要がありま

（奈良県立万葉文化館）
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す。このため、奈良県としては、関係機関の共通認識の醸成を図るため、｢明日香の歴史

展示等のあり方基本方針｣を策定しました。

※※※※「「「「明日香村明日香村明日香村明日香村のののの歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示のありのありのありのあり方有識者座談会方有識者座談会方有識者座談会方有識者座談会」」」」

・平成２１年４月１０日 奈良県庁上野誠（奈良大学教授）､菅谷文則(奈良県立橿原考古学研究所所長)､千田稔(奈良県立図書情報館館長)、増井正哉(奈良女子大学教授)､和田萃（京都教育大学名誉教授）､荒井正吾（奈良県知事）
・平成２１年４月１４日 奈良県東京事務所石澤良昭（上智大学学長）、佐藤信（東京大学教授）、田辺征夫(奈良文化財研究所所長)､荒井正吾（奈良県知事）
※※※※「「「「明日香明日香明日香明日香のののの歴史展示等歴史展示等歴史展示等歴史展示等のありのありのありのあり方検討会方検討会方検討会方検討会」」」」

・有識者木下正史（東京学芸大学特任教授）菅谷文則（奈良県立橿原考古学研究所所長）千田稔（奈良県立図書情報館館長）田辺征夫（奈良文化財研究所所長）
・オブザーバー奈良文化財研究所都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）深澤芳樹（都城発掘調査部副部長）国土交通省近畿整備局国営飛鳥歴史公園事務所舟久保敏（国営飛鳥歴史公園事務所所長）明日香村藤田尚（会計管理者 政策調整課長）北浦敬教（文化財課長）財団法人飛鳥保存財団舞鶴正治（常務理事）
・奈良県荒井正吾（奈良県知事）、中野理（奈良県地域振興部長） （以下敬称略）※関係各課地域づくり支援課、観光振興課、ならの魅力創造課、国際観光課、文化課、土木部総務室、道路・交通環境課、河川課、公園緑地課、文化財保存課
○第１回検討会 平成２１年６月１１日

議題：歴史展示の対象､遺跡の復原 など

○第２回検討会 平成２１年８月１０日

議題：展示する歴史の中味（テーマ、キーワード）

歴史を展示する手法（拠点施設の役割分担、遺跡復原） など

○第３回検討会 平成２１年１１月２４日

（明日香の歴史展示等のあり方検討会）
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■■■■歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示によりによりによりにより目指目指目指目指すものすものすものすもの

奈良県を訪れる観光客は、年間約３，５００万人ですが、その３分の１以上の１，３８

０万人は奈良市を訪れています。平成２２年には、平城宮跡を中心に歴史をテーマとした

イベント＝平城遷都１３００祭が開催されますが、平城宮跡すなわち奈良市を訪れた観光

客を、我が国の国家基盤が形成された地である明日香をはじめ、県内各地へ導くことが必

要です。

このため平城遷都１３００年祭においては、「奈良歴史探訪回廊」として、県内各地の

歴史、文化、自然等の様々な素材を活用し、「巡る奈良」をキーワードに、「宮」の変遷や

世界遺産をはじめ、県内各地で地域の特性を活かしたイベント等を行うこととしています。

１３００年祭は平成２２年だけのイベントですが、大切なのは、その後の取り組みです。

奈良県の北における歴史展示の拠点を奈良エリア（平城宮跡及び奈良県立美術館）とす

るのに対し､奈良県の南における歴史展示の拠点は明日香です。明日香を歴史展示の拠点

のみならず中南和観光の拠点と位置づけ、１３００年祭の終了後においても、県内周遊観

光ネットワークの強化を図っていくことが必要です。

奈良、そして明日香の価値は歴史です。

昭和４５年、明日香に魅せられ明日香の地に移り住んだ大阪の漢方医御井敬三（みいけ

いぞう）氏が、明日香村の保存を訴える“声の直訴状”を当時の佐藤栄作首相に送られま

したが、その中で「日本の国の成り立ちから、日本の国がどういう国がらであるかを知る

ことは、日本人にとって最も大切な事柄」と書かれてあり、明日香の歴史展示を進めるこ

とは、我が国の歴史に対する認識を深めることに繋がります。

歴史展示は明日香だけの課題ではありません。奈良県全体、ひいては我が国全体の課題

です。今回検討した明日香における歴史展示の基本方針を参考に、今後、奈良県全体の歴

史展示という課題に向けた検討を行うことも必要です。

歴史展示という取り組みを行うことで、より多くの方々に明日香や奈良が持っている「歴

史的な価値」や「東アジアとのゆかり」を体感し回想していただこうとするものです。

明日香明日香明日香明日香におけるにおけるにおけるにおける歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示のののの目的目的目的目的

国家基盤国家基盤国家基盤国家基盤のののの形成形成形成形成のののの地地地地であるであるであるである明明明明

日香日香日香日香をををを、、、、国家形成国家形成国家形成国家形成のののの経路経路経路経路がががが体体体体

感感感感できできできでき回想回想回想回想できるできるできるできる地地地地としてとしてとしてとして後後後後

世世世世にににに残残残残すことがすことがすことがすことが必要必要必要必要

○明日香＝中南和観光の拠点

　→中南和地域の振興
○歴史展示のモデル構築

　→奈良県全体へ広める明日香明日香明日香明日香のののの意義意義意義意義やややや歴史認歴史認歴史認歴史認

識識識識がががが理解理解理解理解しししし難難難難いいいい状況状況状況状況（明日香に来ても歴史がわからない…）
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ⅢⅢⅢⅢ 歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示のののの内容内容内容内容

■■■■歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示ののののコンセプトコンセプトコンセプトコンセプト

御井敬三氏は、前述した“声の直訴状”の中で「明日香の古京を逍遥すれば誰しも日本

のこの国が如何にして形成され、如何なる経路を辿ってきたかを回想せずにはおられない」

とも書かれています。

この書簡がきっかけとなり、昭和５５年の明日香法制定に繋がったということで、まさ

に飛鳥保存の恩人というべき人物の言葉ですが、一方で、すべての人が明日香を歩けば国

家形成の経路を回想することが出来ないのも事実です。

これまでの明日香観光は、いわゆる明日香ファン・歴史愛好家中心に支えられきました

が、歴史愛好家の方には、これまで以上に明日香の価値を認識していただけるような展示

に努めるとともに、奈良県など行政機関は、一般の来訪者に対しても、明日香に来れば明

日香の歴史を体感でき、明日香の価値を認識していただけるような展示に努めることが必

要と考えます。

このため、明日香の「歴史展示」においては、一般の方には「わかりやすく」、歴史愛

好家の方には「知的好奇心を刺激する」ことをコンセプトにします。

歴史展示の対象者としては、歴史愛好家も含めた、国内外からの観光客など幅広い来訪

者とします。特に一般の来訪者に明日香の歴史を体感してもらうため、展示する歴史の内

容は、基本的に中学校あるいは高等学校の教科書レベルとし、事前の学習が十分でなくて

も、明日香に来れば、明日香の歴史をわかりやすく、そして楽しく学ぶことができるよう

なシステムを構築します。

また、歴史愛好家の方に対しては、中国・朝鮮半島との比較展示等の手法により、知的

好奇心を満たすこととします。

これらの取り組みの指針となるものが、この「明日香の歴史展示等のあり方基本方針」

であり、県としてはこの基本方針に従って歴史展示を推進するとともに、国や明日香村、

広く寺院等の民間における歴史展示のガイドラインとなることを期待します。

■■■■歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示ののののコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ（（（（テーマテーマテーマテーマ））））

来訪者に歴史をわかりやすく楽しく体感してもらうためには、歴史展示を「内容（コン

テンツ）」と「手法」の二つの視点から検討する必要があります。

一つ目の「展示する歴史のコンテンツ」についてですが、
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一口に飛鳥時代と言っても、多くの歴史上の事件・事象があり、また多くの人物が登場

することは言うまでもありません。そのような中で、どんな切り口で歴史を展示するのか

を定めなければなりません。

そのため、「あり方検討会」では、先に述べた歴史展示のコンセプトに則り、まず「展

示する歴史のコンテンツ」についてを議論を行い、別紙１のとおり「国家の源流」「仏教

の伝来と興隆」及び「東アジア文化の受容と変容」という飛鳥時代を象徴する３つのテー

マを設定し、それぞれのテーマごとにキーワードを設定しました。なお、これらテーマ及

びキーワードは、中学校・高等学校の教科書等で見られるテーマ設定を基本としています。

例えば、「仏教の伝来と興隆」というテーマに対して、崇仏論争や仏教興隆策などのキ

ーワードを設定し、これらキーワードから、飛鳥時代における「仏教の伝来」を来訪者に

理解してもらうことを目指します。

■■■■人物人物人物人物（（（（紀伝体紀伝体紀伝体紀伝体））））によるによるによるによる歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示

テーマを展示する場合、その説明の仕方というものが論点となります。歴史を年代ごと

に追う形、いわゆる編年体で説明する方法もありますが、歴史を動かし形をつくるのは基

本的に人であり、一般の来訪者に明日香の歴史を「わかりやすく」展示するためには、代

表的な人物に焦点をあててテーマを説明するという紀伝体の手法が有効だといえます。

まず、「国家の源流」「仏教の伝来と興隆」「東アジア文化の受容と変容」という３つの

テーマ及び「飛鳥時代の通史」を語る人（＝語り部）というものを設定します。

通史及び３テーマの語り部の候補については、別紙１のとおりとします。

・「飛鳥時代の通史」に関しては 太安万侶

・「国家の源流」というテーマに関しては 藤原不比等

・「仏教の伝来と興隆」というテーマに関しては 道昭

・「東アジア文化の受容と変容」というテーマに関しては 南淵請安

具体的な展示方法については、映像等の中でその人物が、テーマに関連するキーワード

や人物を“わかりやすく”音声で語ることとします。基本的には中学校教科書レベルの内

容とし、後述する県立万葉文化館（歴史展示の総合拠点施設）において、明日香を訪れた

一般の来訪者を主対象に、明日香の歴史を概略的に展示することとします。語り部による

ストーリー(案)については、別紙２のとおりです。

次に、一般の来訪者だけでなく、歴史愛好家の方の知的好奇心を刺激する展示として、

テーマにふさわしい中心人物を取り上げ、その人物をとりまく脇役と相まってテーマを語

るためのストーリーを作成し、県立万葉文化館施設あるいはその人物と縁のある寺院や遺
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跡等において、パネル展示やイラスト、映像などによって展示することとします。

なお、テーマに従って取り上げる中心人物例については、別紙１のとおりです。

・「国家の源流」というテーマに関しては

推古天皇、天智天皇（中大兄皇子）、天武天皇（大海人皇子）、藤原不比等

・「仏教の伝来と興隆」というテーマに関しては

蘇我稲目、聖徳太子（厩戸皇子）

・「東アジア文化の受容と変容」というテーマに関しては

南淵請安、観勒、柿本人麻呂

例えば、「仏教の伝来と興隆」というテーマに対しては、聖徳太子（厩戸皇子）という

人物を取り上げますが、太子を取り巻く登場人物＝脇役として､推古天皇、蘇我馬子と小

野妹子を設定し、基本的には高等学校までの教科書レベルでストーリーを作成します。そ

の際、「仏教の伝来と興隆」というテーマをより理解してもらうのにふさわしい場面設定

を行うなど、メリハリのつけたストーリー作成に心掛けるものとします。人物によるスト

ーリー案については別紙３のとおりです。

なおこの場合、展示するのは聖徳太子という人物ですが、聖徳太子という人物を紹介す

るのが目的ではなく、あくまでも歴史のテーマ、この場合は「仏教の伝来と興隆」という

歴史の大きな流れを来訪者にわかっていただくことが目的です。

このように、県立万葉文化館においては、語り部によるテーマ説明や中心人物について

映像やパネル等により展示するとともに、明日香村の地図を掲示して現地(寺院や遺跡)へ

の誘導を図り、さらに「ゆかり」を示す東アジアの地図も掲示します。また、聖徳太子を

例にとると、より身近に聖徳太子という人物を体感してもらうために、例えば聖徳太子の

フィギアを設置したり、聖徳太子に縁の深い場所である小墾田宮跡や橘寺において、それ

ぞれの場所にふさわしい解説を行うこと等を検討します。

明日香を歩けば、その歴史に縁の深い人物の展示がいたるところにあり、歴史にあまり

興味のない一般の来訪者であっても、人物を通して明日香の歴史、例えば「国家の源流」

というものがわかり、再び明日香を訪れた際には、別の人物を通じて「仏教の伝来と興隆」

がわかる…。そのような展示の工夫が必要です。

また､「国家の源流」というテーマに関しては、例えば国家を構成する要素の一つであ

る徴税権について、当時における税金と今日の税金を比較して展示するなど、「比較展示」

によりわかりやすく展示する工夫も必要です。

明日香には、繰り返し訪れるだけの価値＝歴史がありますが、来訪者が「繰り返し訪れ

たい」と思えるシステムの構築が必要です。
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奈良や明日香を訪れても、「歴史物（遺跡等）の展示」はあるが、「歴史の展示」がないため、その意義や歴史認識が理解しがたい状況にある
展示展示展示展示するするするする歴史歴史歴史歴史ののののテーマテーマテーマテーマをををを設定設定設定設定しししし、、、、わかりやすくわかりやすくわかりやすくわかりやすく歴史歴史歴史歴史をををを体感体感体感体感できるできるできるできる仕組仕組仕組仕組みがみがみがみが必要必要必要必要※※※※テーマテーマテーマテーマのののの例示例示例示例示「「「「国家国家国家国家のののの源流源流源流源流」、「」、「」、「」、「仏教伝仏教伝仏教伝仏教伝来来来来」」」」などなどなどなど

例例例例えばえばえばえば、、、、テーマテーマテーマテーマにににに即即即即したしたしたした人物人物人物人物をををを主役主役主役主役にしてにしてにしてにして、、、、ストーリーストーリーストーリーストーリー性性性性をををを持持持持ったったったった展示内展示内展示内展示内容容容容（（（（編年体編年体編年体編年体ではなくではなくではなくではなく、、、、紀紀紀紀伝体伝体伝体伝体））））をををを検討検討検討検討するするするする
現　状 方向性 具体的取組

明日香は、“国家基盤形成の地”という非常にグレードの高いものであるにもかかわらず､一般の来訪者には分かりにくい キキキキ

ーー ーー

ワワワワ

ーー ーー

ドドドド

わかりやすくわかりやすくわかりやすくわかりやすく

一一一一般般般般のののの来来来来訪訪訪訪者者者者 テーマテーマテーマテーマ設定設定設定設定

明日香における歴史展示等のあり方

歴歴歴歴史史史史愛愛愛愛好好好好家家家家知的好奇心知的好奇心知的好奇心知的好奇心をををを刺激刺激刺激刺激ストーリーストーリーストーリーストーリー性性性性
比較展示等比較展示等比較展示等比較展示等

飛鳥時代の通史　　（語り部…太安万侶）通史通史通史通史

テーマテーマテーマテーマ

国家国家国家国家のののの源流源流源流源流(語り部＝藤原不比等) 仏教仏教仏教仏教のののの伝来伝来伝来伝来とととと興隆興隆興隆興隆(語り部＝道昭) 東東東東アジアアジアアジアアジア文化文化文化文化のののの受容受容受容受容とととと変容変容変容変容(語り部＝南淵請安)
人物人物人物人物

推古天皇推古天皇推古天皇推古天皇 天智天皇天智天皇天智天皇天智天皇 …………………… 蘇我稲目蘇我稲目蘇我稲目蘇我稲目 聖徳太子聖徳太子聖徳太子聖徳太子 南淵請安南淵請安南淵請安南淵請安 観勒観勒観勒観勒 ……………………ストーリー作成 ストーリー作成 ストーリー作成

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト
わかりやすいわかりやすいわかりやすいわかりやすい
知的好奇心知的好奇心知的好奇心知的好奇心をををを刺激刺激刺激刺激

対象対象対象対象

一般一般一般一般のののの来訪者来訪者来訪者来訪者＋＋＋＋歴史愛好家歴史愛好家歴史愛好家歴史愛好家

展示場所展示場所展示場所展示場所

万葉文化館万葉文化館万葉文化館万葉文化館＋＋＋＋現地現地現地現地（（（（寺院寺院寺院寺院・・・・遺跡等遺跡等遺跡等遺跡等））））
万葉文化館万葉文化館万葉文化館万葉文化館(映像＋音声)一般一般一般一般のののの来訪者来訪者来訪者来訪者

人物人物人物人物（（（（紀伝体紀伝体紀伝体紀伝体））））によるによるによるによる歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示

…………………… ……………………ストーリー作成 ストーリー作成 ストーリー作成
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ⅣⅣⅣⅣ 歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示のののの手法手法手法手法

■ネットワークネットワークネットワークネットワーク構築構築構築構築によるによるによるによる歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示

歴史展示のあり方を検討するにあたり、まず前章において内容面での検討を行い、明日

香の３つの大きな歴史テーマを、人物（紀伝体）により展示することとしました。

次に、その展示する歴史の内容を、明日香村において具体的にどのような方法で展示す

るのかについて「あり方検討会」で議論を行いました。

先に指摘したとおり、明日香の価値は「歴史」そのものにあるにもかかわらず、発掘さ

れた土器や木簡、また寺社や遺跡などの「歴史物」は多数存在しても、「歴史」そのもの

の展示が充分になされていません。

「歴史」そのものを展示するためには、

施設間の役割分担により各施設において歴史を総括的かつ俯瞰的に展示するとともに、

一部遺跡の復原、また寺院等における歴史解説などによって、明日香の「歴史」を多面的

に展示することが必要です。

それを概念化したものが上図であり、

現状は左側にあるのように“「歴史物」の展示がバラバラにあるだけで、「歴史」が体感

できない状況”であるのに対し、今後は右側の図のように“拠点施設の役割分担や遺跡の

復原、また寺院･遺跡等での歴史の解説を行い、そしてそれらがお互いに連携することで

「歴史を総合的に展示」していく”ということを示しています。

もちろん、「歴史物」の展示に関しても、すべての展示物が十分に解説されている訳で

はありません。「歴史」の展示と合わせて、「歴史物」の解説についても充実を図ることが

必要です。

「「「「拠点施設及拠点施設及拠点施設及拠点施設及びびびび現地現地現地現地（（（（遺跡遺跡遺跡遺跡やややや寺院等寺院等寺院等寺院等））））ががががネットワークネットワークネットワークネットワーク（（（（相互連携相互連携相互連携相互連携））））されたされたされたされた歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示シスシスシスシス

テムテムテムテム」」」」。。。。これがこれがこれがこれが、、、、明日香明日香明日香明日香におけるにおけるにおけるにおける歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示のののの手法手法手法手法ということになります。

（明日香における歴史展示の現状と将来像の概念図） ※破線：動線 矢印：人の流れ

寺院 寺院史跡体験メニューイベント
拠点施設ビュースポット 歴史物の解説のみ

田んぼの中に解説板のみ単独バラバラに実施

景観・眺望のスポットという位置付け役割分担なし 寺院 寺院史跡体験メニューイベント
拠点施設ビュースポット 歴史物の解説＋歴史の解説史跡の解説＋歴史の解説「歴史の展示」という概念に位置付け

俯瞰的に見ることで、歴史を体感するという位置づけ・拠点施設の役割の明確化・万文で時代の解説を行う
遺跡の復原万葉文化館飛鳥資料館 万葉文化館飛鳥資料館 キトラ公園 歴史展示の視点から「動線の整備」

総合施設化総合施設化総合施設化総合施設化
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■■■■拠点施設拠点施設拠点施設拠点施設のありのありのありのあり方方方方

明日香村内における規模の大きい展示施設としては、飛鳥資料館、県立万葉文化館、そ

して現在整備を行っている国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周辺地区での施設（以下、「キト

ラ公園」という。）の３つがあります。

※県立万葉文化館・平成１３年オープン・運営：財団法人 奈良県万葉文化振興財団・万葉集を軸とした古代文化に関する総合文化拠点万葉集に関する調査・研究機能のほか、わが国を代表する日本画家が描いた万葉日本画の展示を行っている。
※飛鳥資料館・昭和５０年オープン・運営：独立行政法人国立文化財機構 奈良文化財研究所・飛鳥の歴史と文化を分かりやすく学べる資料館。宮殿、寺院、遺跡などの復元模型や出土品を展示している。
※キトラ公園・平成２８年度を目途に整備中・整備：国土交通省 国営飛鳥歴史公園事務所・キトラ古墳や檜隈寺跡などの歴史資産を生かしつつ、東アジアとの交流で培われた古代飛鳥の歴史文化の体験を通じ、学習できる公園として整備中
これら明日香における展示施設＝拠点施設について、次のような役割分担を基本としま

す。

県立万葉文化館 歴史の総合展示施設歴史テーマや人物等により｢歴史｣を総合的に展示する施設
飛鳥資料館 歴史物の総合展示施設明日香村における出土品等の｢歴史物｣を総合的に展示する施設
キトラ公園 歴史を体験・学習する施設歴史物の鑑賞をはじめ各種体験を通じ歴史を学習する施設
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○○○○県立万葉文化館県立万葉文化館県立万葉文化館県立万葉文化館のののの今後今後今後今後のありのありのありのあり方方方方

現在の県立万葉文化館は、前述のとおり万葉集を軸とした古代文化に関する文化施設と

いう位置づけです。とはいえ、事前の発掘調査で明らかになった「飛鳥池工房遺跡」につ

いて、発掘調査時の状態を実物大で復原するとともに、特別展示室において日本最古の鋳

造銭「富本銭」（レプリカ）などの展示も行っており、歴史物に関する展示施設という役

割も担っています。また、平成２１年５月からは、中南和地域の観光情報を発信する「イ

ンフォメーション明日香」をエントランス内に開設するとともに、コンシェルジュ（窓口

対応者）１名を配置し、明日香村内の観光案内や中南和地域のイベント情報等の提供を行

っています。

前章で述べた３つの歴史テーマ（「仏教の伝来と興隆」など）、あるいは人物（聖徳太子

（厩戸皇子）など）を展示する場合、施設外でまとまった展示を行うことは物理的に困難

であり、やはり施設内において､パネルや映像、またレプリカ等で展示することが望まし

いと言えます。

新たな展示施設、例えば他府県等で見られる「歴史博物館」を開設することも考えられ

ますが、ロケーション等から既存の県立万葉文化館を有効に活用することが現実的な対応

と考えられます。

なお、他府県等の「歴史博物館」は、歴史そのものの展示機能も有していますが、歴史

物（出土品や仏像など）の展示も行っているところが多く見られます。

※近畿における歴史博物館の例住所 大阪市中央区大手前 設置主体 大阪市 展示面積 23,606m²開設（改装） 平成１３年１１月 運営主体 (財)大阪市文化財協会展示テーマ・コンセプト パネル 映像 レプリカ タッチパネル式 パソコン ジオラマ○ ○映像が多数あり ○大極殿そのものを復元 ○多数あり ○各所に多数あり ○前期・後期難波宮歴史物展示
展示の特徴（写真等）

大阪歴史博物館大阪歴史博物館大阪歴史博物館大阪歴史博物館 歴歴歴歴　　　　　　　　　　　　史史史史　　　　　　　　　　　　展展展展　　　　　　　　　　　　示示示示後期難波宮（奈良時代 ７４４～）の大極殿を原寸大で復元遷都の日に行われたであろう宮廷儀式を映像で再現７～１０Ｆのうち、１０Ｆ全体が古代フロア…９Ｆ 中世近代、８Ｆ発掘体験、７Ｆ近代現代展示手法 難波宮から発掘された瓦、土器、漆容器など その他官人（役人）の人形が多数
メインメインメインメインのののの「「「「遷都遷都遷都遷都のののの日日日日のののの宮廷儀式宮廷儀式宮廷儀式宮廷儀式｣｣｣｣再現再現再現再現においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、音声音声音声音声によるによるによるによる解説解説解説解説がなくがなくがなくがなく映像映像映像映像とととと音楽音楽音楽音楽のみでのみでのみでのみで展示展示展示展示。。。。約約約約４４４４分間分間分間分間　電動カーテンが下りる → ①唐 長安での宮廷シーン → ②新羅 慶州での宮廷シーン → ③（後期）難波宮での遷都の儀式 → ④（後期） 難波宮の復元図と現在の大阪がオーバーラップ →　電動カーテンが上がる…眼下に難波宮史跡公園を見下ろす左が大阪歴史博物館（右はＮＨＫ）
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このように、「歴史展示」が中心となるような展示施設は全国的にもあまり例がないも

のと考えられますが、県立万葉文化館を「「「「歴史歴史歴史歴史のののの総合展示施設総合展示施設総合展示施設総合展示施設」」」」と位置づけ、明日香

の歴史展示の中心施設として、前章で検討した歴史テーマ及び人物を展示する施設としま

す。

具体的な展示場所、展示方法等については、今後の課題となりますが、

例えば、現行スペースの一部を「歴史展示室」とし、歴史テーマごとにコーナーを設け、

年表や関連史跡・遺物の写真・イラスト、関連地図などを記載したパネル展示、テーマに

即した人物の説明や、その人物のフィギアやレプリカ等の設置、映像情報なども交えるこ

とで、県立万葉文化館を「明日香の歴史学習の玄関口」と位置づけます。

一般の来訪者、特に修学旅行生を例にとると、

観光バスあるいは電車・路線バスを乗り継いで明日香に来た生徒は、まず県立万葉文化

館で明日香の歴史の概要を学んでもらうことになります。

そして、県立万葉文化館を拠点として、徒歩やレンタサイクル等によって、それぞれの

テーマあるいは人物に関連する現地（寺院や遺跡）、飛鳥資料館など他の拠点施設等に移

動し、それら移動先において、県立万葉文化館での歴史解説と整合した詳しい解説、ある

いは本物の遺跡･遺物の復原現場等を見ることで、明日香の歴史そのものを体感してもら

うということになります。

また、県立万葉文化館が歴史展示の総合展示施設としての機能を持つ以上、平成２１年

度から取り組んでいる案内機能案内機能案内機能案内機能のののの充実充実充実充実も必要です。明日香村内の各拠点施設や寺院や

遺跡の情報だけでなく、イベントや体験メニューに関する情報を発信する明日香歴史探訪

の総合案内機能を持たせるとともに、明日香を奈良県中南和地域の観光拠点としているこ

とから、中南和地域に関する観光情報発信機能の充実を図ることも必要です。

住所 兵庫県姫路市（姫路城北側） 設置主体 兵庫県 展示面積 7,466m²開設（改装） 運営主体 兵庫県展示テーマ・コンセプト パネル 映像 レプリカ タッチパネル式 パソコン ジオラマ○ ○ ○ ○ ○ ○お城の模型歴史物展示展示の特徴（写真等）

兵庫県立歴史博物館兵庫県立歴史博物館兵庫県立歴史博物館兵庫県立歴史博物館 昭和５８年４月平成１９年４月リニューアル歴歴歴歴　　　　　　　　　　　　史史史史　　　　　　　　　　　　展展展展　　　　　　　　　　　　示示示示建物は建築家丹下健三の設計。現代の城をイメージ常設展示室では原始から近現代に至るまでの兵庫県の歴史を中心に展示また姫路城をはじめとする日本全国の城郭を紹介展示手法 仏像や木簡、土器など多数。姫路城に関する「歴史物」展示が充実。また「こどもはくぶつかん」と称して、懐かしい駄菓子屋のような展示物もあり。その他
世界文化遺産「姫路城」に関する展示が充実歴史博物館 建物
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○○○○飛鳥資料館飛鳥資料館飛鳥資料館飛鳥資料館のありのありのありのあり方方方方

飛鳥資料館は、“飛鳥地域”の資料館ということで、明日香村だけでなく山田寺跡（桜

井市）の出土品なども展示するとともに、前庭には明日香村から出土した須弥山石、酒船

石、猿石などのレプリカを展示するなど、「歴史物」の展示施設として高い機能を有して

います。

一方、出土品等の「歴史物」は、発掘した主体がそれぞれの施設で展示を行っていると

いう現実があります。従来から、明日香村における発掘調査は、奈良文化財研究所、奈良

県立橿原考古学研究所、明日香村教育委員会の三者がそれぞれ行ってきました。このため、

明日香の出土品は、橿原市畝傍町にある「奈良県立橿原考古学研究所付属博物館」や明日

香村大字飛鳥にある「明日香村埋蔵文化財展示室」などにも別々に展示されています。

来訪者の立場で明日香における「歴史物展示」のあり方を考える時、明日香村内にある

展示施設である飛鳥資料館は、「明日香における「歴史物」の総合展示施設」としての位

置づけることが望まれます。

設置主体の違いから、出土品の移管等については難しい問題はあるでしょうが、出来る

範囲で三者が協力し、飛鳥資料館における展示スペースの強化により、例えば橿原考古学

研究所や明日香村埋蔵文化財展示室が保有する出土品や資料を飛鳥資料館で展示すること

も将来の課題として検討することが必要です。

○○○○キトラキトラキトラキトラ公園公園公園公園のありのありのありのあり方方方方

キトラ古墳周辺地区については、国営飛鳥歴史公園事務所により、平成１８年３月に「キ

トラ古墳周辺地区基本計画」が策定されました。

この中で、

「キトラ古墳の保存と活用、及び檜隈寺跡などの周辺の歴史資産を生かし､東アジアにお

ける交流で培われた歴史が訴える古代の時空間と生活文化の､歴史と共に育まれた風土の

中における体験・学習、あわせて交流を通じた地域の活性化に資する公園づくり」と整備

テーマが定められています。また、園内の体験学習館が位置する歴史体験学習エリアでは、

様々な歴史的文物の展示等を行うほか、屋内外での体験的歴史学習の中心となる施設を整

備することが考えられています。

歴史を体感するためには、知識として学ぶだけでなく、展示物や遺跡を見て感じ、また

古代の生活文化等を追体験することは非常に有効な手段です。具体的な展示内容等につい

ては、今後国営飛鳥歴史公園事務所によって検討されますが、明日香における他の拠点施

設（県立万葉文化館、飛鳥資料館）とネットワーク構築が図られるよう、今後、国営飛鳥

歴史公園事務所・奈良文化財研究所･奈良県の三者が連携･協力していくことが求められま

す。
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■■■■明日香歴史回廊明日香歴史回廊明日香歴史回廊明日香歴史回廊 ～～～～歩歩歩歩いてわかるいてわかるいてわかるいてわかる明日香明日香明日香明日香のののの歴史歴史歴史歴史～～～～

一般の来訪者の方が、歩くだけで明日香の歴史が体感できるよう、「明日香歴史回廊」

という展示手法により、別紙１にある歴史テーマ等の展示を行います。

「明日香歴史回廊」とは、拠点施設である県立万葉文化館を中心として、飛鳥時代（６

世紀末から７世紀末）における歴史のテーマ(国家の源流、仏教伝来、東アジア文化)、あ

るいは人物や事象等を展示するというものです。

具体的には、時系列によって回廊上に数カ所のエリア（ポイント）を設定し、それぞれ

のエリアにおいて歴史テーマに即した場面設定を行い、解説ボードの設置を中心に、一般

の来訪者の方が、歴史に興味を持ってもらえるような展示を行うものです。

また、歴史愛好家の方の知的好奇心を刺激するような展示内容を検討します。

例えば、「国家の源流」という歴史テーマを「明日香歴史回廊」で展示する場合のイメ

ージは、下表のとおりです。

例：「国家の源流」

（明日香歴史回廊のイメージ）

エリアエリアエリアエリア１１１１ エリアエリアエリアエリア２２２２ エリアエリアエリアエリア３３３３ エリアエリアエリアエリア４４４４

６６６６ＣＣＣＣ末末末末 ７７７７ＣＣＣＣ中頃中頃中頃中頃 ７７７７ＣＣＣＣ後半後半後半後半 ７７７７ＣＣＣＣ末末末末

推古朝推古朝推古朝推古朝のののの

政治政治政治政治

大化大化大化大化のののの

改新改新改新改新

壬申壬申壬申壬申のののの乱乱乱乱

飛鳥京飛鳥京飛鳥京飛鳥京かかかか

らららら藤原京藤原京藤原京藤原京一般一般一般一般のののの来訪者来訪者来訪者来訪者にはにはにはには「「「「わかりやすくわかりやすくわかりやすくわかりやすく」」」」ををををコンセプトコンセプトコンセプトコンセプトにににに、、、、解説板解説板解説板解説板をををを中心中心中心中心にににに、、、、歩歩歩歩くだけでくだけでくだけでくだけで歴史歴史歴史歴史にににに興味興味興味興味

をををを持持持持ってもらえるようなってもらえるようなってもらえるようなってもらえるような展示展示展示展示をををを各各各各エリアエリアエリアエリアでででで行行行行うううう。。。。またまたまたまた、、、、歴史愛好家歴史愛好家歴史愛好家歴史愛好家にはにはにはには｢｢｢｢知的好奇心知的好奇心知的好奇心知的好奇心をををを刺激刺激刺激刺激｣｣｣｣すすすするるるる展示内容展示内容展示内容展示内容をををを検討検討検討検討するするするする。。。。

展示場所展示場所展示場所展示場所

時系列時系列時系列時系列

場面場面場面場面

拠点施設（県立万葉文化館の館内あるいは館外）
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■■■■遺跡遺跡遺跡遺跡のののの整備復原整備復原整備復原整備復原

明日香の文化財の多くは地下に存在してます。しかも、発掘調査を行った遺跡の多くも

調査後は埋め戻されてしまい、来訪者の目に触れることが少ないのが現状です。

来訪者に歴史を体感していただくためには､遺跡を目に見える形で復原することが必要

です。

○○○○飛鳥京跡苑池飛鳥京跡苑池飛鳥京跡苑池飛鳥京跡苑池

【復原する意義】

伝飛鳥板蓋宮跡の西北に接する飛鳥京跡苑池遺構は、南北約２８０ｍ､東西約１００ｍ

にわたる池と石造物、水路などによって構成され、斉明天皇期に造営された飛鳥時代を代

表する苑池遺跡です。

大正５年､この地から２個の石造物が掘りだされ、平成１

１年には橿原考古学研究所により、石造物が発見された場所

を中心にその出土状態の確認と遺構の性格の解明を目的とし

て調査が行われました。

これら発掘調査により、飛鳥地域の苑池等の中で最も規模

が大きくかつ複雑な構造であり、また中国・朝鮮半島からの （飛鳥京跡苑地南池の発掘）
影響を受けた飛鳥時代の苑池のデザインを典型的に示すもの

であることが明らかにされました。平成１５年には史跡指定を受けています。

この飛鳥京跡苑池を復原することは、一部ではあるが飛鳥時代の風景を再現することに

なり、来訪者が飛鳥時代への想いを巡らすことができる空間として、その意義は非常に大

きいと言えます。また、飛鳥京跡苑池は、庭園の発展を知る上でも重要であることから史

跡指定と同時に名勝にも指定されており、平城宮跡東院庭園や平城京左京三条二坊宮跡庭

園といった奈良時代との庭園との比較により、その変容を目の当たりに見せることも可能

となります。

【復原イメージ】

復原にあたっては、別紙４のとおり、発掘調査によ

りほぼ全容が解明されている南池について、遺構の上

に現物と同様の材料を用いたレプリカを被せる形で復

原整備するとともに、前述の大正時代に発掘された石

造物や、発掘調査で見つかった噴水石造物のレプリカ

を展示していきます。 （飛鳥京の苑池イメージ図）
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また、北池については発掘調査が一部にとどまっているため不明な部分が多く、その西

側も飛鳥川の氾濫により遺構が失われているものと考えられるため、全容が明からにされ

ていません。また、建物の存在も確認されておらず、今後の発掘調査が期待されるところ

ですが、次期明日香村整備期間中(平成２２年度～３１年度)に一定の復原整備を進めるた

めには、まず南池の復原整備を行い、北池については、かつて池が広がっていたことをイ

メージできるような何らかの表示を行う方向で今後検討します。

今後、整備する区域内の植栽や整備後の維持管理、また池への水の供給や、飛鳥川の親

水性護岸の整備など､検討すべき課題が数多くありますが、これらの復原整備に関しては、

史跡指定地の公有化及び発掘調査と並行して、史跡・名勝としての保存と活用の方針を定

めた「基本構想」を策定し、この基本構想を踏まえた復原整備の基本計画・実施計画を策

定のうえ、奈良県として復原整備を行っていきます。

○○○○飛鳥浄御原宮正殿飛鳥浄御原宮正殿飛鳥浄御原宮正殿飛鳥浄御原宮正殿・・・・エビノコエビノコエビノコエビノコ大殿大殿大殿大殿

【復原する意義】

伝飛鳥板蓋宮跡（飛鳥京跡）は、明日

香村における宮跡の中でも最も枢要なも

のであり、舒明天皇の飛鳥岡本宮、皇極

天皇の飛鳥板蓋宮、斉明天皇・天智天皇

の後飛鳥岡本宮、天武天皇・持統天皇の

飛鳥浄御原宮の３期にわたる宮殿遺構が

重なって存在していると言われていま

す。

このうち、７世紀後半の天武天皇と持統天皇

の２代が営んだ宮である飛鳥浄御原宮の遺構は、

昭和３４年より橿原考古学研究所を中心に発掘

調査が行われてきましたが、宮殿の中枢区画で

ある内郭の正殿や脇殿、内郭を囲む外郭の掘立

柱塀などが検出され、具体的な姿が明らかにな

りつつあります。

昭和５４年には、東西７間、南北４間の規模

を誇る南区画の正殿が確認されていますが、これは天武天皇の皇居と考えられ、南区画正

殿は、四面庇で屋根は檜皮葺はもしくは板葺きで、床張りの掘立柱建物であったと推定さ

れています。

（飛鳥の宮 復原模型）

（飛鳥浄御原宮正殿 復原ＣＧ）
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また、エビノコ大殿は、昭和５２年の発掘調査

で確認され、東西９間、南北５間と飛鳥宮の調査

で見つかっている建物では最大級のものです。大

殿の前面には「庭」と呼ばれる砂利敷きの空間が

広がり儀式が行われていたものと推定されていま

す。

これらを含めたエリアである伝飛鳥板蓋宮跡は

昭和４７年に史跡指定され、一部環境整備が実施

されていますが、それは想定される宮跡のごく一部であり、現状では、この地に立っても

国家基盤が形成された地であることを体感し、回想することは相当困難であるのが現状で

す。

そこで、来訪者に明日香の歴史を体感してもらうことが出来るよう、歴史上意義深い飛

鳥浄御原宮正殿及びエビノコ大殿についても飛鳥京跡苑池の整備復原と同じく、奈良県が

主体となって国・村等関係機関とも連携しながら飛鳥時代の風景の再現を目指して検討を

進めます。

（エビノコ大殿 復原ＣＧ）
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■■■■寺院寺院寺院寺院・・・・遺跡等遺跡等遺跡等遺跡等におけるにおけるにおけるにおける歴史展示歴史展示歴史展示歴史展示

第Ⅱ章の「明日香における歴史展示の現状」で取り上げた坂田寺跡の解説板の他にも村

内の現地解説板においては、「歴史」の解説（歴史上の位置づけ等）だけではなく、「歴史

物」の解説（発掘成果としての伽藍配置等の表示）の面でも不十分なものが多く見受けら

れます。

また、現在複数の解説板が設置されている寺院や遺跡においても、各設置主体によって

統一がとれていなったり、「歴史」の解説が不十分であるなどの課題が見られるところで

す。

例えば、石舞台古墳には、別紙５のとおり、

大きく分けて４種類の解説板があります。国営

飛鳥歴史公園事務所が設置した解説板は、「蘇

我馬子の墓と推定される」という歴史面での記

載とともに、地図や写真を使用し、また英語及

びハングルでの表記もあるなど、充実した内容

となっています。

一方、昭和５３年に奈良県教育委員会が設置した解説板は、発掘の歴史や古墳の形状説

明にとどまっています。

【【【【「「「「歴史歴史歴史歴史」」」」のののの解説解説解説解説とととと「「「「歴史物歴史物歴史物歴史物」」」」のののの解説解説解説解説】】】】

寺院や遺跡等での解説板について検討するとき、「歴史」の解説と「歴史物」の解説に

分けて考える必要があります。

「歴史」の解説に関しては、第Ⅲ章で取り上げたテーマにふさわしい中心人物によるス

トーリーを展示する場としての寺院・遺跡という位置づけがあります。例えば、聖徳太子

（厩戸皇子）の場合、「歴史」の総合展示施設としての県立万葉文化館においてパネル展

示等によって概要説明を行いますが、別紙３のとおり、聖徳太子を現地展示するゆかりの

場所として、小墾田宮跡や橘寺が想定できます。

もちろん人物展示だけでなく、明日香における歴史テーマ（「国家の源流」など）を、

寺院や遺跡等の現地で解説するケースも考えられます。

次に、「歴史物」の解説についてですが、当然ながら明日香には多くの寺院・遺跡が存

在します。それらの中で、上記「歴史」解説に関係する寺院や遺跡においては「歴史」解

説とともに、必要に応じて「歴史物」解説を行っていきます。また、それ以外の歴史上重

要な寺院・遺跡についても、奈良県と各関係者が調整を図りながら計画的に「歴史物」の

解説を行っていきます。

（国営飛鳥歴史公園事務所設置の解説板）
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第４次明日香村整備計画期間中においては、寺社や遺跡等において､人物を中心とする

「歴史」の解説、及び「歴史物」の解説に取り組んでいきますが、「歴史」解説と「歴史

物」解説を同時に行うことが可能な場合は、一体的に行っていきます。

なお、解説板が不十分な例とした坂田寺跡については、別紙６のとおり「歴史」及び「歴

史物」の解説が一体となった解説板のサンプルを作成しています。

これら解説板については、スペースの問題はありますが、イラストや写真等を使いビジ

ュアルに表示するとともに、中国や韓国とのゆかりについては、事実に即して記載するこ

ととします。また英語だけでなく中国語やハングルでの表記も行うことを基本とし、国内

外の来訪者の方が、県立万葉文化館などの拠点施設だけでなく、現地を歩いても明日香の

歴史がわかることを目指します。

■■■■明日香明日香明日香明日香におけるにおけるにおけるにおける動線動線動線動線

明日香における歴史テーマ（「国家の源流」など）や、テーマに即した人物については、

歴史の総合展示施設である県立万葉文化館で概要説明を行うとともに、ゆかりの場所にお

いても「歴史」の解説を行っていきます。

例えば、「聖徳太子」という人物を取り上げた場合、県立万葉文化館と、ゆかりの場所

と考えられる小墾田宮跡や橘寺を結ぶルートが『動線』となります。同様に他の人物やテ

ーマによっても、明日香において新たな動線が設定されることになります。

また、「聖徳太子」の場合は、斑鳩町や桜井市などとも関連しており、全県的なスケー

ルでの動線設定も行い、県立万葉文化館での「聖徳太子」の概要説明においては、“明日

香におけるコース（動線）”と“奈良県全体のコース(動線）”を紹介することも考えられ

ます。

明日香においては、すでにいろいろな切り口でルートが設定されていますが、歴史展示

という視点から、新たな動線を構築することが必要です。新たな動線構築に伴って、村内

各地をスムーズに移動していただけるよう、案内サインの整備を進めていくことも必要で

す。

明日香全体の動線については、県立万葉文化館を明日香におけるゲートウェイと位置づ

け、駐車場機能を強化するとともに、自動車やバスでの来訪者を道路案内等の情報提供に

より万葉文化館へ誘導します。また、電車での来訪者については、橿原神宮前駅あるいは

飛鳥駅から村内周遊バス等により県立万葉文化館への誘導を図ります。

明日香への来訪者は、まず県立万葉文化館において明日香の歴史を学んでいただき、飛

鳥水落遺跡、石神遺跡、酒船石遺跡、飛鳥池工房遺跡、飛鳥京跡苑池、甘樫丘、飛鳥寺な
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どの宮都空間（明日香村中心エリア）は、自動車ではなく徒歩や自転車等で周遊すること

を基本とします。

このため、レンタサイクルや周遊歩道の整備とともに、前述の歴史テーマや人物に即し

たコース、史跡や寺院を周遊するコースなど、時間のある人、ない人それぞれが明日香を

楽しんで周遊していただけるコースの設定及び案内機能強化･コースマップの充実等によ

り、ハード･ソフト両面から明日香における周遊システム＝動線の確立を図ります。また、

宮都空間内での電動カート等の導入についても、将来的な課題として検討していきます。

なお、宮跡空間だけでなく、明日香全体の動線についても、今後検討を行っていきます。

明日香の動線イメージ図

石舞台吉野方面吉野方面吉野方面吉野方面からからからから

桜井方面桜井方面桜井方面桜井方面からからからから

吉野吉野吉野吉野・・・・宇陀宇陀宇陀宇陀・・・・多武峰方面多武峰方面多武峰方面多武峰方面からからからから
飛鳥寺

飛鳥京跡苑池 にぎわいの拠点形成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良奈良奈良奈良・・・・大阪大阪大阪大阪・・・・橿原方面橿原方面橿原方面橿原方面からからからから 明日香明日香明日香明日香ののののゲートウェイゲートウェイゲートウェイゲートウェイ歴史展示機能、道の駅・駐車場機能、案内機能

万葉文化館万葉文化館万葉文化館万葉文化館

村内周遊バス
村内周遊バス

村内周遊バス

周遊歩道の整備コース設定
レンタサイクル

橿原神宮前駅橿原神宮前駅橿原神宮前駅橿原神宮前駅

飛鳥駅飛鳥駅飛鳥駅飛鳥駅

石神遺跡
宮都空間宮都空間宮都空間宮都空間((((明日香村中心明日香村中心明日香村中心明日香村中心エリアエリアエリアエリア))))酒船石遺跡水落遺跡 飛鳥池工房遺跡甘樫丘



- 23 -

ⅤⅤⅤⅤ 今後今後今後今後のののの展開展開展開展開

■■■■明日香村整備基本方針明日香村整備基本方針明日香村整備基本方針明日香村整備基本方針・・・・整備計画整備計画整備計画整備計画へのへのへのへの反映反映反映反映

第Ⅰ章で記載したとおり、第４次明日香村整備計画の策定に向けて、昨年１０月から社

会資本整備審議会が開催され、７月に出された答申において、歴史展示のあり方について

は、奈良県が中心となって検討することとされました。

これを受けて、今回、国土交通省や文化庁、また明日香村などの関係機関の協力を得て、

奈良県において、「明日香における歴史展示等のあり方基本方針」を策定いたしました。

一方、明日香法第４条においては、国土交通大臣は、明日香村の生活環境及び産業基盤

整備に関する基本方針＝「明日香村整備基本方針」を策定し、それを受けて奈良県が明日

香村整備計画を策定すると規定されています。

このため、明日香における歴史展示等のあり方基本方針の成果は、明日香村整備基本方

針及び明日香村整備計画に反映させていくことが必要です。

具体的には、

第Ⅳ章で取り上げた、県立万葉文化館の整備（改修）、そして飛鳥京跡苑池等の遺跡復

原などを、第４次明日香村整備計画における奈良県が取り組む主要事業と位置づけていき

ます。

■■■■今後今後今後今後のののの事業展開事業展開事業展開事業展開にににに向向向向けてけてけてけて

今回策定した「明日香村の歴史展示等のあり方基本方針」は、あくまでも展示政策の方

向性を示すものであり、実際の事業展開に向けては、さらに検討を重ねる必要があります。

展示する歴史の内容については、サンプル的にストーリーを作成しましたが、来年度以

降、計画的に残りの人物についてもストーリーを作成する必要があります。その際、その

ストーリーに沿って、具体的にどのような手法で、例えば、どの場所でどのような内容の

展示を行うか等も考慮する必要があります。

展示手法まで考慮に入れたストーリー作成については、見せる仕掛けを得意とし、動線

を意識した屋外展示に対応できる専門機関に委託することが考えられます。

明日香における歴史展示の対象者として、ひとつは一般の来訪者を想定していますが、

ストーリー作成に関して、奈良県立高等学校の歴史教員で構成される「奈良県高等学校教

科等研究会歴史部会（歴史学会）」の活用や、歴史に特化したカリキュラムを持つ高等学
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校(法隆寺国際高校歴史文化科、西の京高校地域創生コース)の授業の一環として取り組む

ことも考えられます。

また、歴史愛好家に対する知的好奇心を刺激するような具体的な展示内容についても､

検討することが必要です。

これらについては、専門家の方々の指導･監修を仰ぎながら、国・村など関係機関とも

連携しつつ、県として検討を続けることとしています。

次に､拠点施設としての、県立万葉文化館の整備（改修）については、

歴史展示を行うスペースをどこに確保するか、テーマや人物を、パネル展示や映像、Ｃ

Ｇ､レプリカ、フィギュアなどいかなる方法で展示するか、また総合案内機能をどの場所

で具体的にどのように持たせるかなど、整理すべき課題が多く残されています。

奈良県全体における展示施設のあり方の検討と合わせ、今後関係部局において速やかに

検討することが必要です。

また、遺跡復原については、公有化と並行して整備に向けた基本構想を策定し、それに

基づいた基本計画・実施計画を策定していきます。

なお、奈良県庁内の組織体制として、平城遷都１３００年祭の終了後を目処に、上記で

述べた明日香での検討課題だけでなく、奈良全体の今後の歴史展示を推進する組織の設置

等も検討していきます。

■■■■結結結結びびびび

「明日香の歴史展示等のあり方基本方針」は、明日香村整備計画を担当する奈良県地域

振興部地域づくり支援課において取りまとめを行いました。

この策定にあたっては、明日香の歴史展示等のあり方検討会の構成メンバーである４名

の有識者の方々をはじめ、オブザーバーである奈良文化財研究所都城発掘調査部、国営飛

鳥公園事務所、明日香村､(財)飛鳥保存財団の皆さま方の多大なご協力をいただきました。

明日香は、東アジア文化との関係の中で､今日に繋がる国家基盤が形成された地です。

この地で国家としての基本的枠組みが形づくられ、以来日本は連綿たる歴史を刻んできま

した。

日本人としての精神的な支柱の模索が続く時代に、日本のはじまりである明日香の歴史

展示を進めることは、日本とはどういう国であるのか、日本人とは何者であるのかを自問

する道程であるとともに、東アジアをはじめとする海外との新しいゆかりを築く道標でも

あると考えており、非常に意義深いことであると自負しています。

奈良県としては、この「明日香における歴史展示のあり方基本方針」に基づき、今後と

も国・村などの関係機関と連携･協力しながら、明日香の歴史展示を進めていきます。



 



 



 



国家国家国家国家のののの源流源流源流源流

【語り部】藤原不比等の紹介　藤原不比等は鎌足の子で、後に大宝律令制定では重責を担い、天武天皇が目指し、持統天皇が引き継いだ中央集権制の成立の中心人物ですが、謎の多い人物です。　壬申の乱の前に鎌足は亡くなり、乱の当時不比等は幼く近江朝側であっても刑罰には問われなかったようです。持統朝時代、３１才の時、判事に任ぜられ、正史に登場しました。　聖武朝にかけて各天皇のもと、藤原京、平城京遷都や律令国家確立に向け大事業を次々と行いました。人身位を極め、藤原氏栄華の基礎を固めました。

【概要】

　４世紀頃、大和（奈良県）地域に大和王権が成立しました。この政権は、大王

（オオキミ）を中心として有力豪族で構成されていました。九州北部から関東まで

を支配し、国内だけでなく中国・朝鮮半島とも積極に交渉を持ちました。この後、

渡来人として中国・朝鮮の人々が一族で日本へ移住する状況も生まれました。

　しかし、６世紀末に中国では隋・唐が成立し、朝鮮でも新羅が勢力を持つと、新

しい政治制度による強大な軍事力に日本は大きな危機感を持つようになりまし

た。

　当時の人々は、この状況に対処するため、新しい政治や文化を積極的に中国

や朝鮮半島から取り入れる努力をしました。

　この結果、飛鳥の地で律令政治とよばれる体制による中央集権国家、今の日

本という国家の源流ともいえる体制が形成され、藤原京、平城京へと続いていく

ことになりました。

語ってみよう「国家の源流」。歴史は今につながっている。　By　不比等

東アジアの中の日本朝鮮半島では伽耶地方の小国が倭国と連携して新羅や百済に対抗するなど、当時の日本は朝鮮半島と深い結びつきがありました。
推古朝の政治592年に推古天皇が即位。翌年、聖徳太子が摂政、蘇我馬子が大臣として政治の主導権を握りました。太子と馬子の連立政権的状況の中で、遣隋使を派遣して積極的に大陸の文化や政治制度の導入をはかり、官僚制度の確立や歴史書の編纂などを行って、中央集権国家としての体裁を整えていきました。

３，４世紀の日本倭国と呼ばれた当時の日本では、前方後円墳と呼ばれる大型の古墳を造った強大な大和王権が、九州北部から関東までを支配していました。 不比等の独り言大王の時代
不比等の独り言憧れの東アジア
不比等の独り言初の女帝

関連寺院、遺跡等
関連寺院、遺跡等
関連寺院、遺跡等 推古天皇のストーリー不比等と対談

別紙２



大化の改新蘇我蝦夷・入鹿の専横が目に余る様相を呈する中、天皇を中心とした国家体制の樹立を画策した中大兄皇子・中臣鎌足らは645年、飛鳥板蓋宮において時の権力者蘇我入鹿を殺害し、さらに父の蝦夷邸を攻撃して蝦夷を自殺に追い込みました(乙巳の変)。年号を「大化」（我が国最初の年号）と定め、難波宮に遷って政治改革に取り組みました(大化の改新)。のち、飛鳥に戻り、斉明期には盛んに土木工事と外征を行いました。663年、朝鮮半島・白村江で唐・新羅連合軍と戦いました。
壬申の乱671年、天智天皇が死去し、翌年、大友皇子の近江朝廷側と吉野に隠棲していた大海人皇子とが皇位をめぐって戦い、大海人皇子側が勝利しました。大友皇子を支持した旧来の大豪族が一掃され、皇室の権威が突出した存在へと変化し、天皇が神格化されることとなりました。
飛鳥京の時代壬申の乱に勝利した大海人皇子は672年、飛鳥浄御原宮で即位し天武天皇となりました。皇親政治を展開、「八色の姓」を制定し、「飛鳥浄御原令」の制定や国史の編纂にも着手、律令国家としての体裁を整えていきました。続く持統天皇は、「飛鳥浄御原令」を施行し、「庚寅年籍」「班田制」を実施し、律令政治を具体的に開始しました。飛鳥が京(みやこ／首都)としての役割を担い始める時代だと言えます。
藤原京の時代持統天皇は、唐の都・長安の都城制にならい、畝傍・耳成・天香久山の大和三山に囲まれた地に、藤原京を造営。694年に遷都し、701年には「大宝律令」が制定されました。中国を手本にした律令国家体制づくりは、藤原京造営をもって完成期を迎えました。
平城京新しい都として平城京がつくられ、飛鳥・藤原から多くの寺院が移されました。地方は国・郡に分けられるなど統一国家の仕組みが整えられました。 不比等の独り言人生に悔い無し

不比等の独り言都造りの苦労

不比等の独り言父鎌足について
不比等の独り言寂しく怖かった
不比等の独り言輝く青春時代

関連寺院、遺跡等
関連寺院、遺跡等

関連寺院、遺跡等
関連寺院、遺跡等

持統天皇のストーリー不比等と対談

天智天皇のストーリー不比等と対談
天武天皇のストーリー不比等と対談



仏教仏教仏教仏教のののの伝来伝来伝来伝来とととと興隆興隆興隆興隆

【語り部】道昭の紹介　６５３年、遣唐使の一員として中国へ渡り、玄奘（三蔵法師）の弟子になりました。　６６０年頃、帰朝。この時多くの経典類を持ち帰りました。法興寺（別名飛鳥寺・元興寺）の一隅に禅院を建立して住みました。天武天皇からも信頼されており、晩年は全国を遊行し、各地で土木事業を行いました。　７００年に没し遺命により、日本で初めて火葬に付されました。弟子に行基がいます。

【概要】

　日本では古来、太陽や山などの自然を神々として信じ、素朴な死後の世界を

思い描いていましたが、６世紀半ば、仏像や教典が百済から朝廷に送られ、そ

の体系や壮大な仏教の教えに人々は圧倒されました。

　仏教を信じるか信じないか、日本古来の神々を信じる人々と新しい仏教を信

じる人々の間で、激しい戦いが繰り広げられました。

　やがて、仏教を信じる聖徳太子や蘇我馬子が主導権を握ると飛鳥地方を中

心に、仏教文化が栄えました。

　以後、仏教は日本の政治や文化に大きく影響を与えることとなりました。

語ってみよう「仏教の伝来と興隆」。仏教は、ここに花開いた。　By　道昭

崇仏論争552年、百済聖明王からの「仏教公伝」を受けて、仏教信仰推進派の蘇我稲目と仏教排除派の物部尾輿が対立しました。敏達天皇・用明天皇の相次ぐ病死で排仏派の物部氏が優勢となりましたが、次期天皇擁立をめぐる政争から蘇我馬子・厩戸皇子が物部守屋を討ち、崇仏派の蘇我氏が主導権を握るようになりました。

古墳の終末646年の薄葬令や仏教伝来に伴う死生観変化、寺院建設の流行などにより、権力の象徴であった古墳築造が衰退していきました。
仏教興隆策592年に推古天皇が即位。聖徳太子が摂政、蘇我馬子が大臣として政治の主導権を握りました。飛鳥寺や法隆寺など各地に寺院を建立したり、朝鮮半島から僧を招いたり、役人に仏教信仰を奨励したり、と仏教興隆を国策として推進していきました。

カミの崇拝カミ（自然や先祖）の崇拝による祈願祈念とその結果が政や生活の指針となっていました。 道昭の独り言現在に生きる神々
道昭の独り言尼への道
道昭の独り言立ち並ぶ五重塔
道昭の独り言火葬の決意

関連寺院、遺跡等

関連寺院、遺跡等

関連寺院、遺跡等
関連寺院、遺跡等

蘇我稲目のストーリー道昭と対談
聖徳太子のストーリー道昭と対談



天智天皇天智天皇天智天皇天智天皇((((中大兄皇子中大兄皇子中大兄皇子中大兄皇子))))

サブキャストサブキャストサブキャストサブキャスト

中臣鎌足中臣鎌足中臣鎌足中臣鎌足【役どころ】蘇我氏体制打倒の意志を固め、中大兄皇子に接近。645年、蘇我蝦夷・入鹿を打倒。この功績から、内臣（うちつおみ）に任じられ、軍事指揮権を握る。669年、死の直前に天智天皇から大織冠を授けられ、「藤原」の姓を賜った。
有間皇子有間皇子有間皇子有間皇子【役どころ】孝徳天皇の皇子。父・孝徳の死後、蘇我赤兄の誘いをうけ、斉明天皇、中大兄皇子らの打倒を画策するが、赤兄に裏切られて計画が露見。謀反の疑いで捕らえられ、絞首刑となった。

蘇我入鹿蘇我入鹿蘇我入鹿蘇我入鹿【役どころ】蘇我馬子の孫。皇極天皇の即位に伴い、父・蝦夷に代わって政治の実権を握る。聖徳太子の子の山背大兄王を自殺に追い込み、蘇我派の古人大兄皇子の天皇擁立を図る。中大兄皇子らにより、飛鳥板蓋宮の大極殿で暗殺された。
シーンシーンシーンシーン１１１１　　　　大化大化大化大化のののの改新改新改新改新蘇我氏は稲目、馬子、蝦夷、入鹿の四代にわたり政権を掌握していた。中臣鎌足は、蘇我氏による専横に憤り、大王家（天皇家）へ権力を取り戻すため、まず軽皇子と接触するも、その器ではないとあきらめる。そこで鎌足は、中大兄皇子に近づく。蹴鞠の会で出会う話は有名。共に南淵請安(みなぶちのしょうあん)に学び、蘇我氏打倒の計画を練ることになった。中大兄皇子は、蝦夷・入鹿に批判的な蘇我倉山田石川麻呂の娘と結婚。石川麻呂を味方にし、佐伯子麻呂、葛城稚犬養網田(かつらぎのわかいぬかいのあみた)らも引き入れる。645年6月12日、飛鳥板蓋宮にて中大兄皇子や中臣鎌足らが実行犯となり蘇我入鹿を暗殺。翌日には蘇我蝦夷が自らの邸宅に火を放ち自殺。蘇我体制に終止符を打った(乙巳の変)。乙巳の変の直後、皇極天皇は退位し、中大兄皇子に皇位を譲ろうとしたが、中大兄と鎌足との相談の結果、皇弟・軽皇子が即位し、孝徳天皇となり、中大兄皇子が皇太子になった。これは、推古天皇の時、聖徳太子が皇太子で政治の実権を握っていたことを模したものであると推定されている。新たに左右の大臣2人と内臣（うちのおみ）を置いた。さらに唐の律令制度を実際に運営する知識として国博士を置いた。この政権交替は、蘇我氏に変わって権力を握ることではなく、東アジア情勢の流れに即応できる権力の集中と国政の改革であったと考えられている。

天智天皇天智天皇天智天皇天智天皇((((中大兄皇子中大兄皇子中大兄皇子中大兄皇子))))ストーリーストーリーストーリーストーリー((((案案案案))))

テーマテーマテーマテーマ及及及及びそのびそのびそのびその関連性関連性関連性関連性

【【【【テーマテーマテーマテーマ】】】】

国家国家国家国家のののの源流源流源流源流

【テーマとの関連性】  大化の改新(乙巳の変)で蘇我氏を打倒し、天皇を中心とする国家体制の樹立をめざす。中国帰りの留学生を政治・外交顧問として、唐の律令制にならった政治改革、経済制度改革、進んだ大陸文化・技術の導入を積極的に行い、律令国家への道を歩み始める。

【人物概要】舒明天皇の第二皇子。本名は葛城皇子という。大兄の号をあたえられて中大兄皇子とも称した。しかし、そのために古人大兄皇子をおす蘇我入鹿と対立していた。中臣鎌足らと謀りクーデターを起こして蘇我入鹿を殺害し(乙巳の変）、叔父・孝徳天皇を即位させ、自身は皇太子となった。そして大化という元号を制定し、様々な改革を行なった（大化の改新の中心人物）。また、有間皇子などのちのちクーデターを起こしそうな勢力を罠に嵌めて死刑とした。孝徳、斉明(皇極重祚)の皇太子として天皇制確立を目標とする政治改革を断行し、公地公民制度の実現をめざした。白村江（はくすきのえ）での唐・新羅連合軍に大敗した後、都を飛鳥から近江大津宮に移して即位。後世の戸籍の原形でもある「庚午年籍」(こうごねんじゃく)を作り、近江令を制定し内政を整えた人物でもある。
写真又はカット割り

写真又はカット割り

写真又はカット割り



　　　　関連関連関連関連するするするする寺院寺院寺院寺院・・・・史跡等史跡等史跡等史跡等とととと展示例展示例展示例展示例

飛鳥寺飛鳥寺飛鳥寺飛鳥寺((((法興寺法興寺法興寺法興寺))))

シーンシーンシーンシーン２２２２　　　　斉明重祚斉明重祚斉明重祚斉明重祚とととと有間皇子有間皇子有間皇子有間皇子のののの変変変変孝徳は645年12月に都を難波宮に移す。しかし、653年に中大兄皇子が、都を倭京に戻す事を求めた。しかし、孝徳天皇はこれを聞き入れなかったため、中大兄を初めとする皇族達やほとんどの臣下達が倭京に戻ってしまった。皇后の間人皇女でさえ兄に従い、戻ってしまった。失意の中、孝徳天皇は翌年10月に崩御。このため、宝皇女が再び飛鳥板葺宮で斉明天皇として即位した。有間皇子は、心の病を装って牟婁の湯に療養に行き、飛鳥に帰った後に自分の病気が完治した事を斉明天皇に伝え、その土地のすばらしさを話して聞かせたため、斉明天皇は紀の湯に行幸した。飛鳥に残っていた有間皇子に、中大兄皇子の意を受けたと思われる蘇我赤兄が近づき、斉明天皇や中大兄皇子の失政を指摘し、自分は皇子の味方である事を伝え、斉明天皇と中大兄皇子打倒の計画を練った。しかし、赤兄の密告によりこの謀反計画は露見し、彼は守君大石(もりのきみおおいわ)・板合部連楽達と捕らえられ、658年11月9日に中大兄皇子に尋問された。その時、有間皇子は｢全ては天と赤兄だけが知っている。私は何も知らぬ」と答えた。有間皇子は、11月11日に藤白坂で絞首刑に処せられた。
シーンシーンシーンシーン３３３３　　　　白村江白村江白村江白村江でのでのでのでの敗戦敗戦敗戦敗戦とととと内政改革内政改革内政改革内政改革百済が660年に唐・新羅に滅ぼされたため、当時日本に滞在していた百済王子・扶余豊璋(ふよほうしょう)を送り返し、百済復興を図った。百済救援を指揮するために筑紫に滞在したが、661年、斉明天皇が崩御した。中大兄皇子はその後、長い間皇位に即かず称制したが、663年、白村江の戦いで大敗し、百済再興は果たせなかった。白村江の戦以後は、唐軍の報復的な来襲にそなえ、北九州に防人をおき、太宰府に水城、また西日本に烽火をおいて臨戦態勢にはいった。しかし豪族たちが新政策をうけいれてきたのは、朝鮮半島での勝利が前提だった。それが失敗したことで豪族の不満が強まり、中大兄は翌年６６４年民部・家部など私有民の一部の復活をみとめて懐柔にあたるいっぽう、６６７年に近江大津宮に遷都し、翌年即位(天智天皇)してその圧力をしのいだ。また、冠位もそれまでの十九階から二十六階へ拡大するなど、行政機構の整備も行っている。即位後の670年には、我が国最古の全国的な戸籍「庚午年籍」を作成し、公地公民制が導入されるための土台を築いていった。

水落遺跡水落遺跡水落遺跡水落遺跡
飛鳥稲淵宮殿跡飛鳥稲淵宮殿跡飛鳥稲淵宮殿跡飛鳥稲淵宮殿跡

【具体的展示】■人物紹介(例)：　斉明朝の皇太子・中大兄皇子の功績を「漏刻」との関わりで紹介。■歴史展示(例)：　斉明期の内政・外交政策の目的を当時の東アジア情勢とともに解説する。 【具体的展示】■人物紹介(例)：　大化の改新後、中大兄皇子をとりまく人間関係を紹介する。■歴史展示(例)：　稲淵宮殿跡の歴史的意義をイラストによる宮殿の復原とともに解説する。
【具体的展示】■人物紹介(例)：　皇極天皇、中大兄皇子、中臣鎌足、蘇我蝦夷・入鹿父子らの人間関係を紹介。■歴史展示(例)：　中臣鎌足と中大兄皇子の出会いの場であることを「蹴鞠」の紹介とともに具体的に解説する。また「入鹿の首塚」伝説についても紹介する。 別

紙
３

写真又はカット割り

写真又はカット割り



聖徳太子聖徳太子聖徳太子聖徳太子((((厩戸皇子厩戸皇子厩戸皇子厩戸皇子))))【人物概要】  敏達天皇３年(574)１月１日、用明天皇の第二皇子として誕生。厩戸の前で出生したことによるとの伝説や叔父・蘇我馬子の家で生まれたことから馬子屋敷が転じて厩戸（うまやど）と付けられたという説もあるが、現在のところ生誕地の近辺に厩戸（うまやと）という地名があり、そこから名付けられたという説が有力である。別名・豊聡耳（とよとみみ、とよさとみみ）、上宮王（かみつみやおう）とも呼ばれた。父方の祖母は蘇我稲目の娘堅塩媛（きたしひめ）、母方の祖母も同じく稲目の娘小姉君（おあねのきみ）であり、厩戸皇子は蘇我氏と強い血縁関係にあった。幼少時から聡明で仏法を尊んだと言われ、様々な逸話、伝説が残されている。聖徳太子は当時最大の豪族である蘇我馬子と協調して政治を行ない、隋の進んだ文化をとりいれて天皇の中央集権を強化し、新羅遠征計画を通じて天皇の軍事力を強化し、遣遣遣遣隋隋隋隋使使使使をををを派派派派遣遣遣遣ししししてててて外外外外交交交交をををを推推推推しししし進進進進めめめめて隋の進んだ文化、制度を輸入した。仏教の興隆につとめ、『国記』、『天皇記』の編纂を通して天皇の地位を高めるなど大きな功績をあげた。
【【【【テーマテーマテーマテーマ】】】】

仏教伝来仏教伝来仏教伝来仏教伝来とととと興隆興隆興隆興隆

サブキャストサブキャストサブキャストサブキャスト

推古天皇推古天皇推古天皇推古天皇【役どころ】第33代天皇。欽明天皇の娘で、母は蘇我稲目の娘・堅塩媛(きたしひめ)。敏達天皇の皇后となり、崇峻天皇暗殺事件後、39歳で即位、日本最初の女帝となった。叔父の蘇我馬子、甥の厩戸皇子とともに中央集権国家樹立を目指した。
小野妹子小野妹子小野妹子小野妹子【役どころ】607年、推古天皇、聖徳太子の意を受け、遣隋使として中国に渡航。「日出処天子」の文言で知られる国書を携え、煬帝（ようだい）の不興を買うが、翌年、裴世清(はいせいせい)らを伴い帰国。煬帝からの返書を百済で紛失し、一時流罪となったが、裴世清の帰国に際して、再び隋に派遣された。

蘇我馬子蘇我馬子蘇我馬子蘇我馬子【役どころ】敏達・用明・崇峻・推古四代の天皇にわたって朝廷の実権を握った。馬子に反発した崇峻天皇を東漢直駒（やまとのあやのあたいこま）に命じて天皇を暗殺させ、推古天皇を擁立した。
シーンシーンシーンシーン１１１１　　　　崇仏論争崇仏論争崇仏論争崇仏論争とととと聖徳太子聖徳太子聖徳太子聖徳太子のののの功績功績功績功績585年、敏達天皇崩御を受け、父・用明天皇が即位する。この頃、仏教の受容を巡って崇仏派の蘇我馬子と排仏派の物部守屋とが激しく対立。587年、用明天皇が崩御すると皇位を巡って争いになり、馬子は、豊御食炊屋姫（とよみけかしきやひめ）（敏達天皇の皇后）の詔を得て、守屋が推す穴穂部皇子を誅殺。守屋討伐の大軍を起こし、厩戸皇子もこの軍に加わった。討伐軍は河内国渋川郡の守屋の館を攻めたが、軍事氏族である物部氏の兵は精強で、頑強に抵抗し、討伐軍は三度撃退された。これを見た厩戸皇子は、白白白白膠膠膠膠のののの木木木木をををを切切切切ってってってって四天王四天王四天王四天王のののの像像像像をつくりをつくりをつくりをつくり、、、、戦勝戦勝戦勝戦勝をををを祈願祈願祈願祈願してしてしてして、、、、勝利勝利勝利勝利すればすればすればすれば仏仏仏仏塔塔塔塔ををををつつつつくくくくりりりり仏仏仏仏法法法法のののの弘弘弘弘通通通通にににに努努努努めめめめるるるる、と誓った。すると討伐軍は物部軍を攻め立て、守屋は迹見赤檮（とみのいちい）に射殺されて、大豪族であった物部氏は没落した。同年、皇子は物部氏との戦いの際の誓願を守り、摂津国難波に四天王寺を建立した。588年、馬子は泊瀬部皇子（崇峻天皇）を皇位につける。しかし政治の実権は馬子が持ち、これに不満な崇峻は馬子と対立した。592年、馬子は東漢駒（やまとのあやのこま）に崇峻天皇を暗殺させた。

聖徳太子聖徳太子聖徳太子聖徳太子((((厩戸皇子厩戸皇子厩戸皇子厩戸皇子))))ストーリーストーリーストーリーストーリー((((案案案案))))

テーマテーマテーマテーマ及及及及びそのびそのびそのびその関連性関連性関連性関連性

【【【【テーマテーマテーマテーマ】】】】

仏教伝来仏教伝来仏教伝来仏教伝来とととと興隆興隆興隆興隆

【テーマとの関連性】  飛鳥寺や法隆寺など各地に寺院を建立したり、朝鮮半島から僧を招いたり、役人に仏教信仰を奨励したり、と仏教興隆を国策として推進していった。
【【【【テーマテーマテーマテーマ】】】】

国家国家国家国家のののの源流源流源流源流

【テーマとの関連性】  太子と馬子の連立政権的状況の中で、遣隋使を派遣して積極的に大陸の文化や政治制度の導入をはかり、官僚制度の確立や歴史書の編纂などを行って、中央集権国家としての体裁を整えていった。

写真又はカット割り

写真又はカット割り



聖徳太子聖徳太子聖徳太子聖徳太子（（（（厩戸皇子厩戸皇子厩戸皇子厩戸皇子））））エピソードエピソードエピソードエピソード

万葉文化館万葉文化館万葉文化館万葉文化館

その後、馬馬馬馬子子子子はははは豊豊豊豊御御御御食食食食炊炊炊炊屋屋屋屋姫姫姫姫をををを擁擁擁擁立立立立ししししてててて皇皇皇皇位位位位ににににつつつつけけけけたたたた（（（（推推推推古古古古天天天天皇皇皇皇））））。天皇家史上初初初初のののの女女女女帝帝帝帝である。厩戸皇子は皇太子(聖徳太子)となり、593年4月10日に摂政となり、馬子と共に天皇を補佐した。太子は594年に仏教興隆の詔を発する。翌年、高句麗の僧・慧慈（えじ）が渡来し、太子の師となり「隋は官制が整った強大な国で仏法を篤く保護している」と太子に伝えた。 601年、太子は斑鳩の地に宮の造営をはじめ、605年に斑鳩宮に移る。法隆寺は607年に太子によって創建されたというから、斑鳩宮に移った直後にその造営事業にとりかかっていたようだ。また、太子は四四四四天王寺天王寺天王寺天王寺・・・・中宮寺中宮寺中宮寺中宮寺・・・・橘寺橘寺橘寺橘寺・・・・広隆寺広隆寺広隆寺広隆寺・・・・法起寺法起寺法起寺法起寺・・・・妙安寺妙安寺妙安寺妙安寺もももも創建創建創建創建したと伝えられている。
シーンシーンシーンシーン２２２２　　　　外交政策外交政策外交政策外交政策とととと大陸文化大陸文化大陸文化大陸文化のののの受容受容受容受容600年、新羅征討の軍を出し、調を貢ぐことを約束させる。602年、再び新羅征討の軍を起こし、同母弟・来目皇子を将軍に筑紫に2万5千の軍衆を集めたが、渡海準備中に来目皇子が死去（新羅の刺客に暗殺？）。後任には異母弟・当麻皇子が任命されたが、妻の死を理由に都へ引き揚げ、結局、遠征は中止となった。この新羅遠征計画は天皇の軍事力強化が狙いで、渡海遠征自体は目的ではなかったという説もある。607年、小小小小野野野野妹妹妹妹子子子子、、、、鞍鞍鞍鞍作作作作福福福福利利利利（くらつくりのふくり）をををを使使使使者者者者ととととしししし隋隋隋隋にににに国国国国書書書書をををを送送送送っっっったたたた。「日出（い）づる処（ところ）の天子」で始まる国書に隋の煬帝（ようだい）は激怒したが、翌年に裴世清（はいせいせい）を日本に派遣し、国交が結ばれたのは有名な話である。『日本書紀』によると裴世清が携えた書には「皇帝問倭皇」（「皇帝 倭皇に問ふ」）とある。これに対する返書には「東天皇敬白西皇帝」（「東の天皇 西の皇帝に敬まひて白す）とあり、隋が「倭皇」とした箇所を「天皇」としている。
シーンシーンシーンシーン３３３３　　　　中央集権体制樹立中央集権体制樹立中央集権体制樹立中央集権体制樹立へのへのへのへの歩歩歩歩みみみみ593年、推古天皇から摂政に任命され、これより推古・蘇我馬子・聖徳太子の3人を中心とした政治が始まる。603年12月5日、冠冠冠冠位位位位十十十十二二二二階階階階をををを定定定定めめめめたたたた。これは役人の地位を大徳から小智までの十二段階に分け、個人の業績によって位を与える制度である。氏姓制ではなく才能を基準に人材を登用し、天天天天皇皇皇皇へへへへのののの中中中中央央央央集集集集権権権権をををを強強強強めめめめるるるる目的があったが、馬子たち主要な氏族はこの範囲外であった。また604年4月3日、十十十十七七七七条条条条憲憲憲憲法法法法をををを制制制制定定定定した。「和を以（もっ）て貴（とうと）しとなす」で始まる憲法は、今でいう役人の規則である。豪族たちに臣下としての心構えを示し、天皇に従い、仏法を敬うことを強調している。605年、太子は斑鳩宮へ移り、 620年、聖徳太子は馬子と議して『国記』、『天皇記』などを編集した。聖徳太子には、刀自古郎女（とじこのいらつめ）をはじめ4人の妃がいたが、最も愛する膳大郎女（かしわでのおおいらつめ）とほぼ時を同じくして、622年にこの世を去った。遺体は、河内の磯長（しなが）（現大阪府太子町）に葬られた。太子には、没後早くから様々な伝説がうまれた。一度に八人の言葉を聞き分けたとか、観音菩薩の化身であるとか、聖武天皇に生まれ変わって大仏を造立したなどといった伝説である。特に『日本書紀』にみえる太子が片岡の地（現在の香芝市・王寺町付近）で、飢者に出逢い食物や衣服を与えた。飢者の死後、墓を造り手厚く葬った。のちに太子の命により墓を調べると死体は消えていたという伝承は、その後様々なかたちで語り伝えられた。また、中世以降、法隆寺や四天王寺（大阪市）、叡福（えいふく）寺（大阪府太子町）を中心に、奇奇奇奇跡跡跡跡ををををおおおおここここすすすす英英英英雄雄雄雄ととととししししててててのののの太太太太子子子子信信信信仰仰仰仰がががが世世世世のののの中中中中にににに広広広広まっていったまっていったまっていったまっていった。

斑鳩宮で太子は615年までに「法華経（ほけきょう）義疏」「維摩経（ゆいまきょう）義疏」「勝鬘経（しょうまんきょう）義疏」の『三経義疏(さんぎょうのぎしょ)』を編さんした。これらは経典の精密な注釈書で、その高度な内容からは、太子が驚くほど深く仏教の教義を理解していたことがうかがわれる。

橘寺橘寺橘寺橘寺 小墾田宮跡小墾田宮跡小墾田宮跡小墾田宮跡

【具体的展示】■人物紹介(例)：　聖徳太子(厩戸皇子)誕生伝説をイラストで紹介■歴史展示(例)：　聖徳太子と橘寺との関わりを解説ボードで紹介
【具体的展示】■人物紹介(例)：　推古天皇、聖徳太子、蘇我馬子らの功績を紹介■歴史展示(例)：　宮の復原イラスト　推古朝の政治を解説ボードで紹介

【具体的展示】■人物紹介(例)：　パネル展示を基本に、例えばフィギア（人形）を設置■歴史展示(例)：　パネル展示　名場面紹介の映像（数分間）

写真又はカット割り

写真又はカット割り

写真又はカット割り

写真又はカット割り



飛鳥京跡苑池復原飛鳥京跡苑池復原飛鳥京跡苑池復原飛鳥京跡苑池復原イメージイメージイメージイメージ（（（（案案案案））））

史跡指定地はすべて買収する
流水施設、石槽などをレプリカ展示する

H11年6月 現地説明会の様子

橿考研作成の想像図

【今後の検討課題】　・建物の復原　・苑池公園内の動線　・苑池への来訪者の動線　・開設後の維持管理　・南池への水供給　・飛鳥川の整備　・西側エリアのあり方(便益施設等の検討)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など…

南池につては、遺構の上に本来と同様の材料を用いた一種のレプリカを被せる手法で復原する

北池については、池が広がっていたことがイメージできるような､何らかの表示を行う。（例えば、石垣により、池の範囲を地表に明示するなど）

吉野川分水
飛鳥川

南池

復原

【飛鳥川整備イメージ】・自然石を用いた親水護岸の整備
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石舞台古墳における案内板の現状

Ａ　案内板（設置者：国営飛鳥歴史公園事務所）※英語・ハングル表記あり

石舞台古墳

Ａ　国営飛鳥歴史公園事務所設置の案内板・蘇我馬子の墓と伝えられる…と記載　　　・形状説明　　　・周辺説明 → 祝戸からは棚田が眺望できる
Ｂ　奈良県教育委員会設置の案内板・発掘調査の状況説明…昭和8,10年 京大と奈良県が共同調査　　・長さや高さなどの形状説明
Ｃ　明日香村設置の案内板・長さや高さなどの形状説明　　　・石舞台古墳の作られ方の解説
Ｄ　明日香村観光開発公社設置の復元石棺案内板・蘇我馬子の墓という説有力視されている…と記載　　　　・長さや高さなどの形状説明

Ｄ　復元石棺案内板（設置者：明日香村観光開発公社）

Ｂ　案内板（設置者：奈良県教育委員会 昭和５３年設置）

英語ハングル

C　案内板（設置者：明日香村 平成１９年設置）

Ａ

Ｃ

Ｄ

ＣＡ
Ｄ Ｂ

Ｂ
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